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平成 23 年２月 21 日 

各  位 

会 社 名  株 式 会 社 陽 光 都 市 開 発

代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長  望月 英昭

 （ＪＡＳＤＡＱ コード 8946）

問 合 せ 先  専務取締役管理本部長 田 中  忍

 ＴＥＬ (045) 324-2444（代表）

 

平成 22 年 12 月期通期業績予想との差異に関するお知らせ 

 

 

 平成 23 年２月 10 日に公表いたしました平成 22 年 12 月期業績予想と本日公表の実績値との差

異について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１.平成 22 年 12 月期業績予想と実績値との差異 
（１）連結業績予想と実績値との差異 

平成 22 年 12 月期通期（平成 22 年１月１日～平成 22 年 12 月 31 日）       （単位：百万円） 

  
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 （A） 8,946 △230 △426 21 341 円 09 銭

今 回 修 正 （B） 9,116 △247 △443 3 64 円 55 銭

増 減 額 (B)-(A) 170 △17 △17 △17 ―

増 減 率  1.9% ― ― △81.1% ―

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年 12 月期） 
8,997 170 36 21 348 円 07 銭

 

（２）個別業績予想と実績値との差異 

平成 22 年 12 月期通期（平成 22 年１月１日～平成 22 年 12 月 31 日）       （単位：百万円） 

  
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 （A） 8,529 △292 △505 30 487 円 27 銭

今 回 修 正 （B） 8,699 △290 △503 13 217 円 50 銭

増 減 額 (B)-(A) 170 1 1 △16 ―

増 減 率  2.0% ― ― △55.4% ―

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年 12 月期） 
8,759 56 △37 △135 △2,197 円 06 銭



2 
 

 

２.差異の発生理由 

当社は、投資用マンション建設発注及び販売のスキームの一つとして、保有している未着工

用地を、一旦、第三者に売却して、第三者がその土地にマンションを建設し、完成後に当社が

当該マンションを買戻して顧客に販売をするスキームを利用しております。 

このスキームにのっとり、当社が保有しております土地を第三者（以下「相手先」）へ売却（以

下「土地売却」）し、相手先から当社が当該土地及び建設した建物を購入する契約（以下、「買

戻し契約」）を締結いたしましたが、土地売却に関しましては、買戻し契約を締結しているた

め、会計上は、売買取引ではなく金融取引として処理をしておりました。 

しかし、当社は平成 23 年１月 17 日付で国土交通省関東地方整備局から宅地建物取引業法第

65 条第２項に基づく業務停止処分（詳細は平成 23 年１月 17 日発表の「宅地建物取引業法に

基づく行政処分に関するお知らせ」をご参照ください。）を受け、これを理由に、平成 23 年

２月に入りまして相手先より買戻し契約に関して解除の申入れの通知を受け取りました。 

このため、土地売却に関しまして、金融取引ではなく、売買取引として、平成 22 年 12 月期

において売上及び売上原価に計上をすることとなりました。 

 

（注）本資料に記載しております予想数値は、本資料作成日現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は様々な要因によって上記予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


